
第２号議案

こうふ開府５００年記念事業

第二次実行計画（案）

第二次実行計画は、こうふ開府500年記念事業実行委員会が、2018年度に

実施する事業及び2019年度以降に実施する事業（案）からなる。



No. 事業名 開催時期 事業概要（抜粋）

1 カウントダウンイベント
１００日前

２０１８年
９月２３日

１００日後にこうふ開府５００年当年（２０１９年）が始まることを周知し、
機運のさらなる醸成を進める。１００日前を１００年前に見立て「明治・
大正期」の雰囲気を演出するイベントを開催する。

2 市民みんなのパレード
２０１８年
９月２３日

１００日前イベントに合わせ市民が参加し、見ることが出来るパレード
を実施し、ふるさと“甲府”への愛着を深める。

3 春風亭昇太の城歩き
のススメ

２０１８年
９月２４日

１００日前イベントに合わせ「城歩き」を開催し、甲府城の歴史を学ぶ
機会とする。トークショーと落語の披露を行う。

4 スタート直前ウィーク
フェスティバル

２０１８年１２月２０日
～１２月３１日

記念すべき１２月２０日を意識し、２０１８年１２月２０日から３1日までの
期間を「スタート直前ウィーク」として、賑わいのイベントを実施する。

5 前夜祭・オープニング
イベント

２０１８年１２月３１日
～２０１９年1月1日

２０１８年１２月３１日の前夜祭から２０１９年１月１日のオープニングま
で、イベントを行い、こうふ開府５００年を高らかに宣言する。苦節と挑
戦、発展を繰り返してきた甲府を支えた先人達の努力に感謝し、正月
というタイミングを大切にして「未来への飛躍を誓う機会」とする。

6

ＫＯＦＵ　ＤＲＥＡＭ
ＣＡＭＰＵＳ
（こうふ　ドリームキャン
パス）
～未来につなぐ　子ど
もたちの夢みらい学～

２０１８年度
（通年）

こうふ開府５００年を契機に甲府大使やスポーツビューロアスリート
ボードメンバー、甲府市にゆかりのある著名人などを「夢の先生」とし
て、一人でも多くの子どもたちに夢を持つことの素晴らしさを伝え、子
どもたちが未来への夢や希望を持てるようなカリキュラムを開催する。

7
こうふ開府５００年
リレーフォーラム
２０１８

２０１８年
１２月予定

甲府市に関わりの深い事象をテーマにシンポジウムやサミット、基調
講演などをリレー（継続）的に開催し、甲府市の重層的な歴史を様々
な角度から深く学び、甲府愛を醸成していく。　【江戸時代】

8 私のいちおし
甲府フォトコンテスト

２０１８年度
（通年）

甲府市各地から見える絶景や心に残る景色を切り取った写真の作品
を募集する。甲府市の風景を、1枚の写真を通じて再発見する。市
外、県外の人たちにも募集をかけ、新たな視点での”景色の切り取り”
を促す。甲府の素晴らしさを再発見する機会とする。

9 四季の賑わい
創出事業（冬）

２０１８年１２月～
２０１９年　２月予定

「光」「夜景」「彩」をキーワードとした事業の展開。

10 甲府ラーニング・
スピーチ事業

２０１７年度
から継続

甲府を愛する心は、先ずは甲府のことを知ることから始まり、芽生え
る。開府５００年を契機として、子どもたちが、甲府のこと（周囲の山々
や盆地の生い立ち、また甲府の歴史・文化・未来など）を学び、自らの
言葉で話すことができるよう家庭・学校・地域等で取り組み、開府５００
年の様々なイベントなど晴れの舞台で発表する機会を創出する。

11 かふふの歴史パネル
展示事業

２０１７年度
から継続

５００年の歩みを学び、知ることのきっかけとして、甲府市の様子、市民
の表情などを写真や記事によるパネルで紹介する。懐かしさ、驚き、
発見を提供しながら、先人が築いた甲府を学ぶ機会とする。

12 チャレンジ５００
募集事業

２０１７年度
から継続

実行委員会が実施する開府５００年の「５００」にちなんだ事業アイディ
アを市民をはじめ全国から募集し、多くの方が参加できる事業につな
げ、こうふ開府５００年を周知する。２０１８年度に審査を行う。

２０１８年度　実行委員会　主催事業



No. 事業名 開催時期 事業概要（抜粋）

1 企画提案事業
２０１７年度
から継続

重層的で多様な歴史・伝統・文化を次代に継承するとともに、新たな
甲府のまちづくりに繋げていく「こうふ開府５００年記念事業」の一環と
して、各種団体や自治会などが自主的に企画運営する企画提案事
業を募集する。

2 私の地域・歴史探訪事
業

２０１７年度
から継続

こうふ開府５００年を契機として、市内３１地区の「地名」をはじめ、地域
の歴史・文化・伝承などを掘り起こし、学び、教えの機会を創出する。
この発見・学びの一つの成果として小冊子を作成し、地域の歴史文
化財産として活用・継承していく。

２０１８年度　実行委員会　企画提案事業



№ 事業名 区分 概要（抜粋）

1 ロゴマークを使用した
ツールの製作

継続
こうふ開府５００年記念事業公式ロゴマーク及びキャッチフレーズを使
用し、こうふ開府５００年を県内外に周知する。

2 ポスター・リーフレット
の製作

継続
公式ポスター及び周知用のリーフレットを製作し、甲府市の関連施設
などに掲示し、県内外にＰＲを行う。また、県内外の周知イベント等に
も活用する。

3
こうふ開府５００年
記念事業
公式ホームページ

継続
公式ＨＰを活用し、全国へこうふ開府５００年記念事業の内容、実行委
員会の活動、イベント告知、トピックス等を掲載し、周知する。

4 テレビ・ラジオ番組
でのＰＲ

継続 甲府の５００年の歴史をテレビ・ラジオ番組を活用し、紹介する。

5 テレビスポット（ＣＭ）
でのＰＲ

継続 テレビＣＭを活用し、こうふ開府５００年の周知を県内に向けて行う。

6 ラジオスポット（ＣＭ）
でのＰＲ

継続 ラジオＣＭを活用し、こうふ開府５００年を周知する。

7
公用車・タクシー・自家
用車等ステッカーによ
る
周知事業

継続
身近に活用できるタクシー・公用車・自家用車を使用し、こうふ開府５
００年をＰＲする。

8 主要新聞広告等
によるＰＲ

継続 新聞広告等を掲載し、こうふ開府５００年の周知を行う。

9 こうふ開府５００年
県外イベントＰＲ

継続

首都圏甲府会・山梨県人会連合会・愛知山梨県人会等の総会が開
催される会場に出向き、こうふ開府５００年の周知を図る。また、やまな
し観光推進機構、山梨県東京事務所、山梨県大阪事務所等が定期
的にＰＲイベントを行う場所で、こうふ開府５００年の周知を図る。

10 こうふ開府５００年
動画・ＣＭの制作

新規
２０１６年度に制作したＣＭをリニューアルし、テレビＣＭやネット動画と
して活用し、こうふ開府５００年を周知する。

11 全国放送公開番組
の誘致によるＰＲ

新規 全国放送番組を誘致し、こうふ開府５００年を周知する。

12 交通広告
プロモーション

新規 交通広告を利用し、首都圏へ向け、こうふ開府５００年を周知する。

13 ＶＦ甲府・山梨ＱＢとの
コラボレーション

新規
ＶＦ甲府・山梨ＱＢのホームゲーム、アウェイゲームを通じて、こうふ開
府５００年を周知する。

14 ６０秒ラジオスポット
によるＰＲ

新規

こうふ開府５００年を全国へＰＲするため、民放のCMアワードへ協賛ス
ポンサーとして参加する。開府５００年をキーワードとする６０秒（通常２
０秒）という長尺のストーリー性のある内容の作品募集を、民放を媒体
として実施し、放送する。

15 オール市民
インフォメーション事業

新規
すべての市民が、市外や県外の友人や知人などに、手紙やＳＮＳな
ど様々な手段でこうふ開府５００年の節目をインフォメーションしてもら
う。

２０１８年度　実行委員会　プロモーション



No. 事業名 開催時期 事業概要（抜粋）

1 四季の賑わい
創出事業（春）

２０１９年
４月予定

春の核となる事業である信玄公祭りを拡充して賑わいを創出する。ま
た、信玄公祭りの最終日に開催する子ども武者行列、剣道大野試
合、甲府囃子・和太鼓演奏なども拡充させ賑わいを創出する。

2 四季の賑わい
創出事業（夏）

２０１９年
８月予定

夏の核となる事業である小江戸甲府夏祭りを拡充して賑わいを創出
する。

3 四季の賑わい
創出事業（秋）

２０１９年
１０月予定

秋の核となる事業である甲府大好きまつり、食の祭典に連動して賑わ
いを創出する｡

4 こうふ開府５００年
記念式典

２０１９年
４月予定

こうふ開府５００年を祝う記念式典を開催する。

5
こうふ開府５００年
リレーフォーラム
２０１９

２０１９年
１２月予定

甲府市に関わりの深い事象をテーマにシンポジウムやサミット、基調
講演などをリレー（継続）的に開催し、甲府市の重層的な歴史を様々
な角度から深く学び、甲府愛を醸成していく。【明治・大正時代】

6
未来へつなげ
甲府の架け橋
タイムカプセル事業

２０１９年度予定
こうふ開府５００年（市制施行１３０年）を記念し、現在から未来へつな
げる事業として実施する。

7 記念モニュメント
設置事業

２０１９年度予定
記念モニュメントの設置により、未来の創造を誓う場とするだけではな
く、未来の甲府市民が我々の足跡を振り返ることができる場とする。

8 こうふ開府５００年記念
文化公演事業

２０１９年度予定
オーケストラ・吹奏楽団講演・歌舞伎公演・ミュージカル公演など、日
本の文化に係る公演を誘致し、こうふ開府５００年記念事業として文化
芸術への関心を高める。

9 NEXT１００
宣言イベント

２０１９年
１２月予定

「フィナーレ」というよりも、むしろ次の１００年への飛躍を改めて誓う場
とする。また、２年後に控える「生誕５００年へのバトンタッチ」を宣言す
るイベントにする。

10 甲府ラーニング・
スピーチ事業

２０１７年度
から継続

甲府を愛する心は、先ずは甲府のことを知ることから始まり、芽生え
る。開府５００年を契機として、子どもたちが、甲府のこと（周囲の山々
や盆地の生い立ち、また甲府の歴史・文化・未来など）を学び、自らの
言葉で話すことができるよう家庭・学校・地域等で取り組み、開府５００
年の様々なイベントなど晴れの舞台で発表する機会を創出する。

11 かふふの歴史パネル
展示事業

２０１７年度
から継続

５００年の歩みを学び、知ることのきっかけとして甲府市の様子、市民
の表情などを写真や記事によるパネルで紹介する。懐かしさ、驚き、
発見を提供しながら、先人が築いた甲府を学ぶ機会とする。

12 チャレンジ５００事業
２０１７年度
から継続

全国から応募された、開府５００年の「５００」にちなんだ事業アイディア
のうち、審査により採択された事業アイディアを実行委員会が実施す
る。

13

ＫＯＦＵ　ＤＲＥＡＭ
ＣＡＭＰＵＳ
（こうふ　ドリームキャン
パス）
～未来につなぐ　子ど
もたちの夢みらい学～

２０１８年度
から継続

こうふ開府５００年を契機に甲府大使やスポーツビューロアスリート
ボードメンバー、甲府市にゆかりのある著名人らを「夢の先生」として、
一人でも多くの子どもたちに夢を持つことの素晴らしさを伝え、子ども
たちが未来への夢や希望を持てるようなカリキュラムを開催する。

14 私のいちおし
甲府フォトコンテスト

２０１８年度
から継続

甲府市各地から見える絶景や心に残る景色を切り取った写真の作品
を募集する。甲府市の風景を、1枚の写真を通じて再発見する。市
外、県外の人たちにも募集をかけ、新たな視点での”景色の切り取り”
を促す。甲府の素晴らしさを再発見する機会とする。

２０１９年度　実行委員会　主催事業（検討案：今後、専門部会等で検討していく。)



No. 事業名 開催時期 事業概要（抜粋）

1 企画提案事業
２０１７年度
から継続

重層的で多様な歴史・伝統・文化を次代に継承するとともに、新たな
甲府のまちづくりに繋げていく「こうふ開府５００年記念事業」の一環と
して、各種団体や自治会などが自主的に企画運営する企画提案事
業を募集する。

2 私の地域・歴史探訪事
業

２０１７年度
から継続

こうふ開府５００年を契機として、市内３１地区の「地名」をはじめ、地域
の歴史・文化・伝承などを掘り起こし、学び、教えの機会を創出する。
この発見・学びの一つの成果として小冊子を作成し、地域の歴史文
化財産として活用・継承していく。

２０１９年度　実行委員会　企画提案事業（検討案：今後、専門部会等で検討していく。)



№ 事業名 区分 概要（抜粋）

1 ロゴマークを使用した
ツールの製作

継続
こうふ開府５００年記念事業公式ロゴマーク及びキャッチフレーズを使
用し、こうふ開府５００年を県内外に周知する。

2
ポスター・リーフレット
の
製作

継続
公式ポスター及び周知用のリーフレットを製作し、甲府市の関連施設
などに掲示し、県内外にＰＲを行う。また、県内外の周知イベント等に
も活用する。

3
こうふ開府５００年
記念事業
公式ホームページ

継続
公式ＨＰを活用し、全国へこうふ開府５００年記念事業の内容、実行委
員会の活動、イベント告知、トピックス等を掲載し、周知する。

4 テレビ・ラジオ番組
でのＰＲ

継続 甲府の５００年の歴史をテレビ・ラジオ番組を活用し、紹介する。

5 テレビスポット（ＣＭ）
でのＰＲ

継続 テレビＣＭを活用し、こうふ開府５００年の周知を県内に向けて行う。

6 ラジオスポット（ＣＭ）
でのＰＲ

継続 ラジオＣＭを活用し、こうふ開府５００年を周知する。

7
公用車・タクシー・自家
用車等ステッカーによ
る
周知事業

継続
身近に活用できるタクシー・公用車・自家用車を使用し、こうふ開府５
００年をＰＲする。

8 主要新聞広告等
によるＰＲ

継続 新聞広告等を掲載し、こうふ開府５００年の周知を行う。

9 こうふ開府５００年
県外イベントＰＲ

継続

首都圏甲府会・山梨県人会連合会・愛知山梨県人会等の総会が開
催される会場に出向き、こうふ開府５００年の周知を図る。また、やまな
し観光推進機構、山梨県東京事務所、山梨県大阪事務所等が定期
的にＰＲイベントを行う場所で、こうふ開府５００年の周知を図る。

10 全国放送公開番組
の誘致によるＰＲ

継続 全国放送番組を誘致し、こうふ開府５００年を周知する。

11 交通広告
プロモーション

継続 交通広告を利用し、首都圏へ向け、こうふ開府５００年を周知する。

12 ＶＦ甲府・山梨ＱＢとの
コラボレーション

継続
ＶＦ甲府・山梨ＱＢのホームゲーム、アウェイゲームを通じて、こうふ開
府５００年を周知する。

13 オール市民
インフォメーション事業

継続
すべての市民が、市外や県外の友人や知人などに、手紙やＳＮＳな
ど様々な手段でこうふ開府５００年の節目をインフォメーションしてもら
う。

２０１９年度　実行委員会　プロモーション（検討案：今後、専門部会等で検討していく。)


